霊長類の臓器酵素にみられる遺伝的変異(III 共同利用研究 2.研究成果) by 篠田, 友孝
Title霊長類の臓器酵素にみられる遺伝的変異(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)篠田, 友孝




































髄- 小脳- VL- 大脳皮質運動野｣系や ｢脊髄一
一小脳- VLr--大脳皮質運動野｣系などのVLを介
する系路が塩安祝されているが,これらのほか,脊髄一


































橋本仙一郎 (三 丑 大)
実験的DICあるいは血栓症に関する研究の一項とし
て,ヒトに近縁であるサルの次回紋溶系践能について調
べ両種間に大差のないことを認め報告してきた1)2)｡今
回はニホソザルにDIC (disseminatedintravascular
coagulation,血管内政固症侠群)を惹起せしめ,DIC
発現故柄の解明の一助にせんと試みた｡
央験材料及び方法:ニホンザルは体盃9.0-13.5kgの
成体オス4匹を用いた｡DICのtriggersubstanceとし
てはtissuethromboplastin(TTP)を用い,小用丑
(long/kg),中用丑(20mg/kg),大用畳(40mg/kg)の
3用量を一回静脈注射し,10.30,60,120.180,360.540
分の各時間後に採血を行い,以下の凝固般溶系各因子の
変動を測定した｡凝固系因子 ;血小板数,fibrinogen
値,protbrombintime(PT),partialthromboplastin
time(PTT).thrombintime(TT),antithrombin
III伯｡線溶系田子;plasmaclotlysistime(PLで),
euglobulinclotlysistime(ELT),plasminogen値ご
plasminogenactivator値,plasmininhibitor値,
1) 血液と脈管 (掲畝予定)
ThrombosisandHaemostasis(inpress)
本研究結果は同一題名にて "第5回血栓及び止血に
関する討読会"(東京)にて発表した｡
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